
　研究機能を維持するために欠かせないセンターの運営に必要な光熱水料や廃棄物処理等に使用された。
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　安全性生物試験研究センターは、医薬品、食品あるいは食品添加物や生活関連化学物質の安全性の評価に係る動
物実験を実施するために建てられた研究施設であるが、同時に試験・研究に必要な実験動物の飼育管理機能も有して
おり、当該施設を維持管理していくために必要な経費である。

　安全性生物試験研究センターでは、医薬品、食品あるいは食品添加物や生活関連化学物質の安全性・有効性を確
保するための試験・研究に必要な各種実験動物を、「動物の愛護および管理に関する法律」等に準拠しながら飼育管
理するとともに、「厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する指針」等に準拠した動物実験
を行っている。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

4748

執行率 100% 100% 100%

事業番号 581

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
昭和５２年度安全性生物試験研究センター運営費

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善（事業を一部見直し、概算要求に反映）

　執行の観点からは概ね妥当であるが、維持管理業務等の精査を行い、効率的な執行に努めること。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

  今後も支出先、使途の把握を行うと共に、公共調達の適正化等により、より一層の経費の効率化を行うこととしたい。

　執行管理表により支出先、使途の把握を適切に行っている。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 48

総事業費(執行ベース) 48 48 48

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 総務部会計課

上位政策

課長　齋藤　匡人国立医薬品食品衛生研究所

一般会計

担当部局庁

―

48

48 48

関係する計
画、通知等

― ―

22年度 23年度要求



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

国立医薬品食品衛生研究所

４８百万円

Ａ．民間企業（８機関）

４３．５百万円

【一般競争入札・随意契約】

排水処理・再利用・専用水道設備・

焼却炉施設等維持管理業務、

空調用自動制御装置保守点検業務

等

うち事務費４．５百万円



費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.(株)クリタス E.

使　途 金　額
(百万円）

施設管理事務
費

排水処理・再利用・専用水道設
備・焼却炉施設等維持管理業務

23

計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 23

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計



◯安全性生物試験研究センター運営費
　　Ａ．民間企業（８機関）

（単位：円）
業　　者　　名 金　　額

1 （株）クリタス 23,121,000
2 三協ラボサービス（株） 12,628,000
3 ジョンソンコントロールズ（株） 2,517,732
4 （株）エコ・エイト 2,054,995
5 日本ダスト（株） 1,498,033
6 アサヒプリテック（株） 782,985
7 （株）リバース 685,751
8 郵便事業（株） 343,260


